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は
じ
め
に
―
「
国
家
」「
帝
国
」「
文
明
」「
大
国
」「
覇
権
国
」「
超
大
国
」
の
定
義

一　

古
代
の
「
地
域
帝
国
」「
文
明
帝
国
」

二　
「
陸
の
帝
国
」
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

三　
「
海
の
帝
国
」
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

四　
「
陸
の
帝
国
」「
海
の
帝
国
」「
空
の
帝
国
」「
基
地
の
帝
国
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ

　

お
わ
り
に
―
「
最
後
の
陸
の
帝
国
」
と
し
て
の
中
国
？

は
じ
め
に
─
「
国
家
」「
帝
国
」「
文
明
」「
大
国
」「
覇
権
国
」「
超
大
国
」
の
定
義

歴
史
上
、
古
代
の
時
代
か
ら
、
国
家
や
帝
国
が
出
現
し
、
興
亡
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
長
く
統
治
を
行
っ
た
国
家
や
帝
国
は
、
豊
か
な

文
明
や
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
ま
ず
土
壌
が
豊
か
な
大
河
の
流
域
に
、
四
大
文
明
が
生
ま
れ
た
。
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
流
域
の

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
、
ナ
イ
ル
川
流
域
の
エ
ジ
プ
ト
文
明
、
イ
ン
ダ
ス
川
流
域
の
イ
ン
ダ
ス
文
明
、
黄
河
と
長
江
の
流
域
の
中
華
文
明
で
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あ
る
。
こ
う
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
文
明
は
、
何
よ
り
も
優
れ
た
灌
漑
技
術
を
持
ち
、
国
王
を
中
心
と
し
た
統
治
機
構
を
持
ち
、
文
字
を
持
っ

て
い
た
。
最
初
に
文
字
を
持
っ
た
の
は
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
で
あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
文
明
は
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
な
ど
巨

大
な
建
造
物
を
残
し
た
。
イ
ン
ド
の
文
明
は
、
ゼ
ロ
の
概
念
を
生
ん
だ
。
中
華
文
明
は
、
紙
と
火
薬
、
羅
針
盤
の
三
大
発
明
を
生
み
出
し

た
。
特
に
中
華
文
明
の
三
大
発
明
は
、
陸
と
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
文
明
か
ら
中
東
世
界
、
そ
し
て
や
が
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
地
域
へ
と
伝
わ
っ
た
。
近
代
以
降
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
拡
張
政
策
の
土
台
と
な
っ
た
の
が
、
三
大
発
明
と
そ
の
改
良
で
あ
っ
た
。

逆
に
言
え
ば
、
三
大
発
明
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
伝
わ
る
ま
で
、
世
界
の
中
心
は
、
ア
ジ
ア
や
中
東
の
地
域
で
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域

は
む
し
ろ
辺
境
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
中
東
地
域
に
七
世
紀
に
登
場
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
ま
で
勢
力
を
伸
ば
す
こ
と
を
不
可
能
と
し
た
の

は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
一
五
世
紀
ま
で
東
ロ
ー
マ
帝
国
（
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
）
が
残
存
し
て
お
り
、
い
わ
ば
“
防
波
堤
”
の
役
割
を
果
た

し
た
か
ら
で
あ
る
。
中
世
の
時
代
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
キ
リ
ス
ト
教
を
共
通
の
宗
教
と
す
る
自
給
自
足
の
、
閉
じ

こ
も
っ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
共
同
体
」
で
あ
っ
た
。

ま
ず
、
歴
史
上
の
人
間
社
会
の
集
合
体
や
統
治
の
枠
組
み
の
定
義
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

文
明
と
は
、
一
定
の
地
域
で
共
通
の
文
化
や
宗
教
、
技
術
を
持
ち
、
一
定
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
有
し
て
い
る
人
間
社
会
の
集
合

体
を
指
す
。
複
数
の
国
家
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、単
一
の
帝
国
で
統
治
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。「
文
明
帝
国
」
な
い
し
「
地

域
帝
国
」
で
あ
る
。
古
代
の
時
代
、
国
家
だ
け
で
な
く
、
帝
国
も
一
つ
の
地
域
内
に
限
定
し
て
存
在
し
た
。
世
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
は
、

わ
ず
か
な
交
流
が
見
ら
れ
た
が
、
お
互
い
に
支
配
し
た
り
、
従
属
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
古
代
と
中
世
の
国
家
は
、
近
代
国
家

と
異
な
り
、「
主
権
」
を
有
し
て
い
な
い
。
緩
や
か
な
統
治
の
形
で
あ
っ
た
。
通
常
、
国
王
を
掲
げ
、
政
治
と
宗
教
が
融
合
し
、
民
を
統
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治
し
た
。

帝
国
と
は
、
異
民
族
を
も
統
治
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
支
配
と
従
属
の
関
係
が
存
在
す
る
政
治
体
で
あ
る
。
た
い
て
い
、
通
常
の
国

家
よ
り
も
、
よ
り
広
大
な
領
土
を
統
治
し
た（（
（

。
帝
国
は
、
国
際
政
治
学
者
の
マ
イ
ケ
ル
・
ド
イ
ル
に
よ
れ
ば
、
従
属
す
る
国
家
や
地
域
に

対
し
て
、
外
交
だ
け
で
な
く
、
内
政
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
覇
権
国
（
ヘ
ゲ
モ
ン
）
と
異
な
る
。
覇
権
国
は
、
外
交
の
み
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
し
、
内
政
ま
で
は
支
配
し
な
い（（
（

。

近
代
以
降
の
国
家
は
、「
主
権
国
家
」
と
な
っ
て
い
く
。
国
際
法
上
、
内
政
不
干
渉
の
原
則
が
適
応
さ
れ
て
い
た
。
大
国
も
小
国
も
対

内
的
か
つ
対
外
的
な
主
権
を
有
し
た
が
、国
力
に
は
大
き
な
差
が
見
ら
れ
た
。
国
際
シ
ス
テ
ム
に
決
定
的
な
影
響
力
を
行
使
で
き
た
の
は
、

大
国
の
み
で
あ
っ
た
。
経
済
力
と
軍
事
力
、
政
治
力
、
資
源
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
の
す
べ
て
で
、
圧
倒
的
な
パ
ワ
ー
を
有
し
た
大
国

を
、
特
に
「
覇
権
国
」
と
位
置
づ
け
る
。
覇
権
国
は
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
年
の
サ
イ
ク
ル
で
交
代
し
て
き
た
。
覇
権
国
の
存
在
は
、
世
界
経
済

を
安
定
化
さ
せ
、
逆
に
覇
権
国
の
衰
退
は
、
世
界
経
済
を
不
安
定
化
さ
せ
、
覇
権
戦
争
を
招
き
、
次
の
覇
権
国
を
生
み
出
し
た
。

覇
権
国
と
の
区
別
が
難
し
い
の
が
、「
超
大
国
」
で
あ
る
。
近
代
以
降
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
と
超
大
国
が
区
別
さ
れ
る
の
は
、
超

大
国
は
、
核
兵
器
と
そ
の
運
搬
手
段
を
ほ
ぼ
独
占
し
た
国
家
を
指
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
か
つ
厳
密
に
は
、
米
ソ
冷
戦
期
の
ア

メ
リ
カ
と
ソ
連
の
み
を
指
す
。
そ
の
た
め
、
一
八
世
紀
と
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
覇
権
国
で
あ
っ
た
が
、
超
大
国
で
は
な
い
。
二
〇

世
紀
の
ア
メ
リ
カ
は
、
覇
権
国
で
あ
る
と
同
時
に
、
超
大
国
で
あ
っ
た
。
ま
た
ソ
連
は
、
ア
メ
リ
カ
と
張
り
合
う
超
大
国
で
あ
っ
た
が
、

経
済
的
に
は
覇
権
国
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
に
対
抗
す
る
「
挑
戦
国
」
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る（（
（

。
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一　

古
代
の
「
地
域
帝
国
」「
文
明
帝
国
」

世
界
史
で
は
じ
め
て
、
大
帝
国
を
築
い
た
の
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
で
あ
っ
た
。
彼
は
、
紀
元
前
三
三
三
年
の

イ
ッ
ソ
ス
の
戦
い
で
、
ダ
レ
イ
オ
ス
三
世
が
率
い
る
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
に
勝
利
し
た
。
そ
の
後
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
は
、
ア
ケ
メ
ネ

ス
朝
に
対
し
て
、
東
方
遠
征
を
行
い
、
シ
リ
ア
や
エ
ジ
プ
ト
を
征
服
し
、
ア
ケ
メ
ネ
ス
朝
を
滅
ぼ
し
た
。
さ
ら
に
パ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
地
方
に

ま
で
遠
征
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
死
後
、
こ
の
大
帝
国
は
分
裂
し
、
衰
退
し
た
。
一
代
限
り
の
大
帝
国

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
オ
リ
エ
ン
ト
的
要
素
と
ギ
リ
シ
ャ
的
要
素
を
融
合
し
た
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
は
、
イ
タ
リ
ア
半
島
の
都
市
国
家
ロ
ー
マ
が
紀
元
前
七
五
三
年
に
建
国
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
紀
元
前
五
〇
九
年
か

ら
共
和
政
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
紀
元
前
二
六
四
年
か
ら
紀
元
前
一
四
六
年
に
は
、
イ
タ
リ
ア
半
島
を
統
一
し
た
ロ
ー
マ
が
地
中
海
の

覇
権
を
握
っ
て
い
た
カ
ル
タ
ゴ
と
ポ
エ
ニ
戦
争
を
戦
い
、
勝
利
し
た
。
そ
の
結
果
、
紀
元
前
二
世
紀
ま
で
に
、
ロ
ー
マ
は
地
中
海
世
界
を

統
治
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ー
マ
帝
国
は
、
紀
元
前
二
七
年
か
ら
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
以
降
、
共
和
政
か
ら
帝
政
へ
移
行
し
た
。
ア
ウ
グ

ス
ト
ゥ
ス
か
ら
五
賢
帝
時
代
ま
で
の
約
二
〇
〇
年
間
に
及
ぶ
ロ
ー
マ
帝
国
の
最
盛
期
を
「
パ
ッ
ク
ス
・
ロ
マ
ー
ナ
（
ロ
ー
マ
に
よ
る
平
和
）」

と
呼
ぶ
。
五
賢
帝
の
二
人
目
の
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
の
時
代
（
九
八
年
か
ら
一
一
七
年
）
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
土
は
最
大
に
な
っ
た（（
（

。

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
は
、
三
八
〇
年
に
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
と
す
る
勅
令
を
出
し
、
三
九
二
年
に
は
異
教
の
信
仰
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
。

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
帝
が
三
九
五
年
に
亡
く
な
る
と
、
ロ
ー
マ
帝
国
は
東
西
に
分
裂
し
た
。
背
景
に
は
、
三
七
五
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
ゲ
ル
マ
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二
一

ン
民
族
の
大
移
動
で
、
ロ
ー
マ
帝
国
内
の
秩
序
が
不
安
定
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ほ
ぼ
一
世
紀
後
の
四
七
六
年
に
は
西
ロ
ー
マ
帝
国
は

崩
壊
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
の
古
代
の
時
代
が
終
わ
る
象
徴
的
な
転
機
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
先
に
見
た
通
り
、
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
首
都
と
し
て
、
一
四
五
三
年
ま
で
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
残
存
し
た（（
（

。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
広
大
な
領
土
を
統
治
し
た
ロ
ー
マ
帝
国
で
あ
っ
た
が
、
中
東
地
域
を
超
え
て
、
イ
ン

ド
や
中
国
な
ど
、
外
の
地
域
へ
拡
大
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
地
域
帝
国
」「
文
明
帝
国
」
に
と
ど
ま
っ
た
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。

東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
秦
の
始
皇
帝
が
紀
元
前
二
二
一
年
に
は
じ
め
て
中
国
全
土
を
統
一
し
た
。
た
だ
し
そ
の
統
治
は
長
続
き
せ
ず
、

そ
の
後
、
漢
（
前
漢
と
後
漢
）
の
時
代
に
入
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
、
秦
・
漢
帝
国
の
成
立
に
よ
っ
て
、
官
僚
や
儒
学
に
支
え
ら
れ
た
皇

帝
統
治
が
確
立
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
世
紀
ま
で
中
国
的
国
家
体
制
と
し
て
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
後
漢
の
滅
亡
か
ら
隋

の
中
国
統
一
ま
で
の
約
三
七
〇
年
間
（
二
二
〇
年
か
ら
五
八
九
年
）
を
「
魏
晋
南
北
朝
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
後
、
隋
か
ら
唐
へ（（
（

、
ま
た
五
代
の

短
い
分
裂
時
代
を
経
て
、
宋
（
北
宋
と
南
宋
）
へ
と
中
国
の
帝
国
は
変
化
し
た
。
そ
の
後
、
南
宋
は
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
第
五
代
皇
帝
フ

ビ
ラ
イ
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
、
フ
ビ
ラ
イ
は
中
国
に
元
を
興
す
。
元
の
帝
国
を
継
い
だ
の
は
明
で
あ
り
、
明
の
後
を
継
い
だ
の
は
清
で
あ

る
（
（
（

。こ
う
し
た
中
国
の
帝
国
は
、
一
九
世
紀
ま
で
、
世
界
経
済
の
な
か
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
た
が
（
約
三
分
の
一
）、
独
自
の
中
華
思

想
か
ら
、
近
代
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
帝
国
の
よ
う
に
、
外
の
地
域
へ
と
植
民
地
を
求
め
て
、
膨
張
政
策
を
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
紙

と
火
薬
と
羅
針
盤
の
三
大
発
明
を
遂
げ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
中
国
の
帝
国
も
、
ロ
ー
マ
帝
国
と
同
じ
く
、

「
地
域
帝
国
」「
文
明
帝
国
」
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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二　
「
陸
の
帝
国
」
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
、
七
世
紀
前
半
に
ム
ハ
ン
マ
ド
が
ア
ッ
ラ
ー
の
啓
示
を
体
験
し
、
創
始
し
た
宗
教
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
と

と
も
に
、
三
大
宗
教
の
一
つ
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
は
、
ア
ラ
ブ
人
の
征
服
活
動
に
よ
っ
て
ア
ラ
ビ
ア
半
島
で
広
が
り
、
ア
ラ
ビ
ア
半

島
の
外
へ
広
が
っ
た
。
さ
ら
に
ム
ス
リ
ム
商
人
の
商
業
圏
拡
大
と
と
も
に
、
遠
く
離
れ
た
複
数
の
外
部
地
域
ま
で
広
が
っ
た
。
地
理
的
に

は
、
西
は
北
西
ア
フ
リ
カ
の
モ
ロ
ッ
コ
か
ら
、
中
東
地
域
と
中
央
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
を
挟
ん
で
、
東
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
ま
で
、
広
大

な
領
土
に
及
ん
だ
。

「
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
」
と
は
、
ム
ス
リ
ム
の
支
配
者
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
よ
る
統
治
を
行
っ
て
い
る
地
域
を
指
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
南
部
ま
で
広
が
っ
た
が
、「
海
の
帝
国
」
と
い
う
よ
り
も
、「
陸
の
帝
国
」
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
成
立
は
、
七
世

紀
後
半
の
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
誕
生
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。ア
ラ
ブ
人
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
異
民
族
支
配
を
国
家
の
統
治
原
理
と
し
て
い
た
た
め
、

「
ア
ラ
ブ
帝
国
」
と
呼
ば
れ
る
。
東
は
西
北
イ
ン
ド
か
ら
西
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
至
る
広
大
な
版
図
を
支
配
し
た（（
（

。

「
イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
」
の
成
立
は
、
七
五
〇
年
の
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
が
ウ
マ
イ
ヤ
朝
を
打
倒
し
た
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
中
央
集
権
的
支

配
体
制
を
構
築
し
、
ま
た
税
制
面
で
は
す
べ
て
の
ム
ス
リ
ム
か
ら
の
徴
税
に
成
功
し
た
。
一
二
五
八
年
フ
ラ
グ
が
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
に

よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
そ
の
統
治
は
続
い
た
。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
は
、
マ
ワ
ー
リ
ー
（
非
ア
ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
）
が
官
僚
や
政
府
高

官
を
占
め
、
軍
隊
の
非
ア
ラ
ブ
化
が
進
み
、
す
べ
て
の
ム
ス
リ
ム
に
平
等
な
社
会
進
出
の
機
会
が
開
か
れ
た
こ
と
か
ら
、「
イ
ス
ラ
ー
ム

帝
国
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
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し
か
し
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
は
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
よ
う
な
広
大
な
版
図
を
継
続
的
に
支
配
す
る
こ
と
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
は
分
裂

し
た
。
七
五
六
年
に
は
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
後
ウ
マ
イ
ヤ
朝
、
八
六
八
年
に
エ
ジ
プ
ト
（
と
シ
リ
ア
）
の
ト
ゥ
ー
ル
ー
ン
朝
、
八
七
五
年
に

中
央
ア
ジ
ア
西
部
の
サ
ー
マ
ー
ン
朝
、
九
〇
九
年
に
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
、
九
三
二
年
に
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク
の
ブ
ワ
イ
フ
朝

が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。

東
方
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
し
て
は
、
一
〇
三
八
年
に
西
ア
ジ
ア
の
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
、
一
〇
七
七
年
に
ホ
ラ
ズ
ム
地
方
の
ホ
ラ
ズ
ム
・

シ
ャ
ー
朝
、
九
四
〇
年
頃
に
中
央
ア
ジ
ア
の
カ
ラ
ハ
ン
朝
、
一
二
五
八
年
に
イ
ラ
ン
高
原
の
イ
ル
・
ハ
ン
国
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。
イ

ル
・
ハ
ン
国
は
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
を
滅
ぼ
し
た
フ
ラ
グ
が
建
て
た
国
家
で
あ
る
。
バ
グ
ダ
ー
ド
か
ら
カ
イ
ロ
へ
統
治
の
中
心
が
移
行
し
た

の
は
、一
一
六
九
年
に
サ
ラ
デ
ィ
ン
が
カ
イ
ロ
を
首
都
に
ア
イ
ユ
ー
ブ
朝
を
建
国
し
た
た
め
で
あ
る
。
一
二
五
〇
年
に
は
こ
れ
に
代
わ
り
、

マ
ム
ル
ー
ク
朝
が
成
立
し
、
エ
ジ
プ
ト
と
シ
リ
ア
を
領
有
し
た
。

西
方
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
と
し
て
は
、
一
〇
五
六
年
に
ベ
ル
ベ
ル
人
が
モ
ロ
ッ
コ
に
建
て
た
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
、
一
一
三
〇
年
に
マ
グ
リ
ブ

と
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
ム
ワ
ッ
ヒ
ド
朝
、
一
二
三
二
年
に
イ
ベ
リ
ア
半
島
（
現
ス
ペ
イ
ン
と
現
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
の
ナ
ス
ル
朝
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立

し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
世
界
に
組
み
込
ま
れ
た
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
キ
リ
ス
ト
教
勢
力
は
、
国
土
回
復
運
動
（
レ
コ
ン
キ
ス
タ
）
を
展
開
し
、

や
が
て
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
イ
ベ
リ
ア
半
島
か
ら
追
い
出
す
。

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
主
に
北
部
で
は
、
七
世
紀
頃
に
西
ア
フ
リ
カ
の
ガ
ー
ナ
王
国
、
八
世
紀
頃
に
チ
ャ
ド
湖
周
辺
の
カ
ネ
ム
・
ボ
ル
ヌ
ー

王
国
、
一
一
世
紀
に
ジ
ン
バ
ブ
エ
か
ら
現
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
ま
で
の
領
土
を
統
治
し
た
モ
ノ
モ
タ
バ
王
国
、
一
二
四
〇
年
に
セ
ネ
ガ
ル
か
ら

マ
リ
に
か
け
て
の
マ
リ
王
国
、
一
四
六
四
年
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
川
流
域
の
ソ
ン
ガ
イ
王
国
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。

イ
ン
ド
周
辺
で
は
、
九
六
二
年
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
カ
ズ
ナ
朝
、
一
一
四
八
年
頃
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
ゴ
ー
ル
朝
、
一
二
〇
六
年
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に
デ
リ
ー
を
首
都
と
し
て
デ
リ
ー
・
ス
ル
タ
ン
朝
（
奴
隷
王
朝
、
ハ
ル
ジ
ー
朝
、
ト
ゥ
グ
ル
ク
朝
、
サ
イ
イ
ド
朝
、
ロ
デ
ィ
ー
朝
の
五
つ
。
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
系
の
ロ
デ
ィ
ー
朝
以
外
は
ト
ル
コ
系
）
が
そ
れ
ぞ
れ
成
立
し
た
。

さ
ら
に
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
は
、
東
南
ア
ジ
ア
に
ま
で
到
達
し
て
い
る
。
一
四
世
紀
末
に
マ
レ
ー
半
島
の
西
南
に
マ
ラ
ッ
カ
王
国
が
成
立

し
、
一
五
世
紀
半
ば
に
支
配
階
級
が
イ
ス
ラ
ー
ム
教
に
改
宗
し
た
。
マ
ラ
ッ
カ
王
国
は
、
港
市
国
家
で
あ
り
、
国
際
貿
易
港
と
し
て
栄
え
、

東
南
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
化
の
拠
点
に
も
な
っ
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
は
、
一
三
世
紀
は
じ
め
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
大
モ
ン
ゴ
ル
国
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
浸
食
さ
れ

て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
二
二
〇
年
に
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ン
の
侵
略
を
受
け
た
ホ
ラ
ズ
ム
・
シ
ャ
ー
朝
は
、
そ
の
後
一
二
三
一
年
に
崩
壊

し
た
。
先
に
見
た
よ
う
に
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
を
滅
ぼ
し
た
フ
ラ
グ
は
、
一
二
五
八
年
に
イ
ル
・
ハ
ン
国
を
建
て
た
。
一
二
四
三
年
に
は
、

バ
ト
ゥ
が
南
ロ
シ
ア
の
キ
プ
チ
ャ
ク
草
原
に
キ
プ
チ
ャ
ク
・
ハ
ン
国
を
建
て
た
。
元
は
、
一
二
二
七
年
に
は
東
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
チ
ャ

ガ
タ
イ
・
ハ
ン
国
を
成
立
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
先
に
見
た
通
り
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
フ
ビ
ラ
イ
は
、
一
二
六
四
年
に
大
都
に
遷
都
し
、

一
二
七
一
年
に
国
号
を
「
大
元
」
と
し
た
。
一
二
七
六
年
に
は
南
宋
を
滅
ぼ
し
て
、
中
国
を
統
一
し
た
。
そ
の
後
、
内
政
を
整
備
し
て
中

国
支
配
を
固
め
た
。
こ
の
間
、
元
は
、
日
本
と
高
麗
、
ベ
ト
ナ
ム
に
遠
征
軍
を
派
遣
し
た
。

注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
ま
で
侵
略
を
試
み
て
い
る
。
一
二
四
一
年
に
は
現
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

リ
ー
グ
ニ
ッ
ツ
近
郊
で
、
バ
ト
ゥ
率
い
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
が
ド
イ
ツ
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
連
合
軍
を
ワ
ー
ス
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
戦
い
で
破
っ
た
。

バ
ト
ゥ
は
一
二
四
二
年
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
皇
帝
オ
ゴ
タ
イ
の
訃
報
を
聞
き
、
引
き
返
す
途
中
で
、
ジ
ュ
チ
家
一
門
と
と
も
に
南
ロ
シ
ア
に

と
ど
ま
り
、
先
に
述
べ
た
が
、
一
二
四
三
年
に
サ
ラ
イ
を
首
都
に
キ
プ
チ
ャ
ク
・
ハ
ン
国
を
成
立
さ
せ
た
。

こ
う
し
て
、
騎
馬
と
火
器
を
駆
使
し
た
強
大
な
軍
事
力
で
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
広
大
な
領
土
を
広
げ
た
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
成
立
を
も
っ
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て
、「
世
界
史
が
始
ま
っ
た
」
と
位
置
づ
け
る
説
が
あ
る（（
（

。
た
し
か
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
ま
で
浸
食
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
震
撼

さ
せ
た
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
を
滅
亡
さ
せ
た
地
で
建
国
し
た
国
家
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
や
現
地
の
文
化

に
自
ら
が
同
化
し
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
は
、
は
じ
め
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
帝
国
で
あ
り
な
が
ら
、
対
外
的

に
膨
張
す
る
よ
う
な
文
明
や
文
化
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。「
他
国
を
魅
了
す
る
力
」
と
し
て
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
十
分
に
持
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
議
論
を
戻
す
。
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
が
滅
亡
し
た
後
に
登
場
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
帝
国
は
、
ト
ル
コ
の
ア
ナ
ト
リ
ア
半
島

の
西
北
端
の
地
に
、
一
二
九
九
年
に
建
国
さ
れ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
で
あ
る
。
や
が
て
大
国
化
し
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
一
四
五
三
年
に
ビ

ザ
ン
ツ
帝
国
を
滅
亡
さ
せ
る
と
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
を
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
と
改
称
し
て
首
都
と
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ナ
ト
リ
ア

半
島
や
バ
ル
カ
ン
半
島
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
エ
ジ
プ
ト
、
北
ア
フ
リ
カ
な
ど
東
地
中
海
と
南
地
中
海
地
域
に
支
配
領
域

を
拡
大
し
て
、
中
東
地
域
に
お
け
る
最
後
の
統
一
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
と
な
っ
た
。
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
、
一
六
世
紀
後
半
に
統
治
し
た
第

一
〇
代
皇
帝
の
ス
レ
イ
マ
ン
の
時
代
に
最
盛
期
を
迎
え
た
。
し
か
し
、次
第
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
が
台
頭
し
て
中
東
地
域
に
迫
る
な
か
で
、

少
な
く
と
も
一
八
世
紀
前
半
ま
で
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
と
対
等
に
わ
た
り
あ
っ
た
。
滅
亡
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
一
九
二
二
年
で
あ

る
（
（（
（

。

三　
「
海
の
帝
国
」
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

一
五
世
紀
半
ば
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
に
よ
っ
て
、「
大
航
海
時
代
」
が
始
ま
る
。
両
国
が
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
遠
洋
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航
海
に
乗
り
出
し
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
は
、
当
時
、
地
中
海
貿
易
を
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
商
人
に
独
占
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

貿
易
の
中
継
地
と
な
る
中
東
地
域
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
商
人
の
活
動
も
活
発
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
は
、
羅
針

盤
と
遠
洋
船
の
技
術
を
持
ち
、
遠
洋
航
行
術
も
手
に
入
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ス
ペ
イ
ン
は
、
地
中
海
貿
易
以
外
の
通

商
ル
ー
ト
を
模
索
し
た
の
で
あ
る
。
特
に
高
価
で
あ
っ
た
香
辛
料
の
ア
ジ
ア
と
の
直
接
貿
易
を
目
指
し
た
。
レ
コ
ン
キ
ス
タ
に
よ
っ
て
中

世
の
時
代
か
ら
の
長
き
に
わ
た
る
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配
か
ら
抜
け
出
し
た
ば
か
り
の
両
国
は
当
時
、
活
力
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
大
西
洋
を

西
へ
と
進
ん
だ
大
航
海
で
新
大
陸
を
発
見
し
、
莫
大
な
富
を
獲
得
し
た
ス
ペ
イ
ン
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
じ
め
て
の
覇
権
国
と
な
っ
た
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
を
最
初
の
覇
権
国
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
定
義
上
、
覇
権
国
は
、
一
つ
の
時
代
に
一
つ
の
は
ず
だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
と
ポ
ル
ト

ガ
ル
の
両
国
を
覇
権
国
と
み
な
し
た
方
が
現
実
に
近
い
か
も
し
れ
な
い（（（
（

。

ま
ず
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
動
き
を
見
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
大
西
洋
を
南
下
し
、
ア
フ
リ
カ
の
国
々
を
植
民
地
化
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
ア

フ
リ
カ
大
陸
の
南
端
の
喜
望
峰
を
回
っ
て
イ
ン
ド
に
到
達
し
た
。
さ
ら
に
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
島
々
を
占
領
し
た
。
戦

国
時
代
の
日
本
に
も
、
到
達
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
種
子
島
で
鉄
砲
（
や
煙
草
）
を
伝
来
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本

の
戦
国
時
代
に
大
変
革
を
も
た
ら
し
た
。
鉄
砲
の
伝
来
は
、
戦
争
の
戦
い
方
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
（
軍
事
革
命
）、
織
田
信
長
の
天
下
統
一

を
促
し
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
当
時
の
日
本
は
、
銀
を
大
量
に
産
出
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
次
ぐ
規
模
で
あ
っ
た
。
信
長
死
後
の
豊
臣
秀
吉
政
権
の
成
立

ま
で
、
日
本
は
戦
国
時
代
で
あ
っ
た
た
め
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
日
本
征
服
を
諦
め
、
鉄
砲
を
輸
出
し
て
日
本
銀
を
獲
得
す
る
道
を
選
ん
だ
。

ま
た
そ
の
後
、
徳
川
家
康
が
江
戸
幕
府
を
開
く
が
、
や
が
て
鎖
国
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
も
、
こ
れ
か
ら
見
る
ス
ペ
イ
ン

も
、
江
戸
幕
府
に
対
し
て
、
開
国
を
強
く
迫
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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た
だ
し
、
一
六
〇
〇
年
の
前
後
、
徳
川
政
権
が
一
〇
年
間
の
み
だ
が
、
ス
ペ
イ
ン
の
ラ
イ
バ
ル
国
と
し
て
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
イ
ギ
リ

ス
と
国
交
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
ス
ペ
イ
ン
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト

教
の
宗
派
対
立
が
当
時
の
日
本
政
治
の
対
立
構
図
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
だ
け
が
重
要
な
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
の
徳
川
政
権
は
、
イ

ギ
リ
ス
か
ら
、
最
新
式
の
大
砲
で
あ
る
カ
ル
バ
リ
ン
砲
を
購
入
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
カ
ル
バ
リ
ン
砲
は
、
有
効
射
程
距
離
が
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
大
阪
冬
の
陣
で
、
家
康
は
、
難
攻
不
落
の
大
阪
城
の
天
守
閣
へ
背
後
か
ら
直
接
、
攻
撃
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
た
。
そ
の
威
力
に
恐
怖
し
た
豊
臣
側
は
、
城
郭
の
外
堀
を
埋
め
る
と
い
う
不
利
な
条
件
で
、
徳
川
側
と
和
睦
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
治
下
の
イ
ギ
リ
ス
は
一
五
八
八
年
に
、
カ
ル
バ
リ
ン
砲
を
搭
載
し
た
一
九
七
隻
の

海
軍
で
、
ス
ペ
イ
ン
の
一
三
〇
隻
の
無
敵
艦
隊
（
ア
ル
マ
ダ
）
に
大
勝
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
覇
権
の
衰
退
の
始
ま
り
と
な

る
。次

に
時
代
を
ま
た
一
五
世
紀
半
ば
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
動
き
を
見
る
。
南
へ
航
路
を
と
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
対
し
て
、
ス

ペ
イ
ン
は
、
大
西
洋
を
西
へ
航
路
を
と
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
女
王
の
支
援
を
受
け
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
は
、
一
四
九
二
年
に
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
発

見
し
た
。
本
人
は
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
ア
ジ
ア
の
一
部
で
あ
る
と
、
死
後
ま
で
誤
解
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ア
メ
リ

カ
の
原
住
民
を
「
イ
ン
デ
ィ
オ
」「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
。
ア
ス
テ
カ
帝
国
と
イ
ン
カ
帝
国
に
、
鉄
砲
で
圧
勝
し
た
ス

ペ
イ
ン
は
、
南
北
ア
メ
リ
カ
を
植
民
地
化
し
た
。
原
住
民
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
持
ち
込
ん
だ
伝
染
病
に
免
疫
力
が
な
か
っ
た
た
め
、
大
量

に
死
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
ま
だ
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
は
、
国
内
政
治
が
不
安
定
で
、
ア
メ
リ
カ
の
新
大
陸
に
進
出

し
て
い
な
か
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
、
南
米
で
世
界
最
大
の
ポ
ト
シ
銀
山
を
発
見
し
、
奴
隷
化
し
た
原
住
民
に
採
掘
さ
せ
、
莫
大
な
財
宝
を

獲
得
し
た
。
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こ
の
結
果
、
銀
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
大
量
に
流
れ
込
ん
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
イ
ン
フ
レ
を
引
き
起
こ
し
た
。
あ
ま
り
苦
労

せ
ず
、
大
量
の
銀
を
獲
得
し
た
ス
ペ
イ
ン
は
や
が
て
、
ア
ジ
ア
に
も
進
出
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
を
植
民
地
と
し
た
。
後
世
の
イ
ギ
リ
ス

に
先
駆
け
て
、「
太
陽
が
沈
ま
な
い
国
」
と
呼
ば
れ
、
大
い
な
る
繁
栄
を
築
い
た
。
し
か
し
、
や
が
て
銀
の
枯
渇
に
よ
っ
て
、
そ
の
繁
栄

は
急
速
に
終
焉
に
向
か
う
。
新
大
陸
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
綿
花
な
ど
の
栽
培
に
新
た
に
乗
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、
莫
大
な
富
を
生

み
出
す
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
す
で
に
見
た
ア
ル
マ
ダ
の
海
戦
で
の
敗
北
な
ど
、
そ
の
後
の
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
イ

ン
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
覇
権
を
譲
る
こ
と
に
な
る
。

次
に
オ
ラ
ン
ダ
の
動
き
を
見
る
。
新
た
な
覇
権
国
と
し
て
台
頭
す
る
オ
ラ
ン
ダ
は
、
一
六
〇
九
年
に
事
実
上
独
立
す
る
ま
で
（
正
式
の

独
立
は
、
三
〇
年
戦
争
を
終
結
さ
せ
た
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
に
よ
る
）、
ス
ペ
イ
ン
の
領
土
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
そ
の
後
、
中
継
貿
易

に
軸
を
置
い
た
商
業
国
家
と
し
て
台
頭
し
た
。
そ
の
た
め
、
同
じ
商
業
国
家
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
衝
突
し
た
。
こ
こ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
は
東
イ

ン
ド
会
社
を
設
立
す
る
。「
会
社
」
で
あ
り
な
が
ら
、
傭
兵
を
組
織
し
、
戦
争
も
行
い
、
植
民
地
で
の
徴
税
権
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ

の
活
動
は
、
海
賊
行
為
と
あ
ま
り
区
別
が
つ
か
な
か
っ
た
、
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
東
イ
ン
ド
会
社
も
同
じ
で
あ
る（（（
（

。
オ
ラ
ン

ダ
の
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
ア
フ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
の
植
民
地
を
武
力
で
奪
い
、
日
本
に
も
到
達
し
、
通
商
を
求
め
た
の
で
あ
る（（（
（

。

し
か
し
、
当
時
の
江
戸
の
人
口
は
ロ
ン
ド
ン
や
パ
リ
よ
り
も
多
か
っ
た
。
識
字
率
も
高
く
、
戦
国
時
代
後
の
た
め
、
軍
事
力
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
、
幸
い
、
簡
単
に
植
民
地
さ
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
も
当
時
の
日
本
は
、
食
料
自
給
率
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
い
ず
れ
も
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
で
あ
っ
た
。
強
固
な
内
需
国
で
あ
っ
た
。

日
本
と
し
て
は
、
貿
易
・
通
商
で
銀
の
流
失
を
防
ぐ
た
め
に
、
す
で
に
見
た
通
り
、
徳
川
幕
府
は
や
が
て
、
長
崎
港
に
貿
易
を
制
限
し
、

鎖
国
を
と
っ
た
。
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オ
ラ
ン
ダ
の
覇
権
は
、
比
較
的
に
長
く
は
続
か
ず
、
や
が
て
オ
ラ
ン
ダ
に
勝
利
し
た
イ
ギ
リ
ス
が
次
の
覇
権
国
と
な
っ
て
い
く
。

次
に
イ
ギ
リ
ス
の
動
き
を
見
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
オ
ラ
ン
ダ
が
中
継
貿
易
で
栄
え
た
商
社
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
は

自
国
で
織
物
を
生
産
す
る
工
業
国
家
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
間
で
、
イ
ギ
リ
ス
は
第
一
次
産
業
革
命
に
先
駆
け
た
。
一
八
世
紀

後
半
の
出
来
事
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
産
業
革
命
に
先
駆
け
た
が
、
国
内
で
は
市
場
が
狭
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
海
外
に

市
場
を
求
め
て
植
民
地
を
広
げ
て
い
く
。
重
商
主
義
政
策
を
採
用
し
、
工
業
製
品
の
輸
出
の
対
価
と
し
て
銀
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
に
遅
れ
て
フ
ラ
ン
ス
も
重
商
主
義
に
よ
る
植
民
地
政
策
を
進
め
た
。
英
仏
の
植
民
地
獲
得
戦
争
に
は
、
海
軍
力
に
優
れ
た

イ
ギ
リ
ス
が
圧
勝
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
戦
費
の
調
達
方
法
も
優
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
財
政
＝
軍
事
国
家
」
の
確
立
で
あ
る
。
イ
ギ

リ
ス
は
、
議
会
を
確
立
し
て
お
り
、
一
六
九
四
年
に
中
央
銀
行
を
創
設
し
、
国
債
を
引
き
受
け
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行

は
企
業
家
た
ち
に
低
利
で
貸
し
付
け
を
実
施
し
た
。
一
八
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
で
起
こ
っ
た
第
一
次
産
業
革
命
の
背
景
と
も
な
っ
た（（（
（

。

第
一
次
産
業
革
命
が
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
で
展
開
さ
れ
た
背
景
に
は
、
大
西
洋
で
の
三
角
貿
易
で
イ
ギ
リ
ス
が
莫
大
な
富
を
獲
得
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
一
七
世
紀
か
ら
一
八
世
紀
の
大
西
洋
を
舞
台
に
し
て
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
は
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
武
器
や
財
貨
を
西
ア
フ
リ
カ

で
黒
人
奴
隷
と
交
換
し
、
そ
れ
を
南
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
と
カ
リ
ブ
地
域
へ
運
ん
で
、
砂
糖
や
綿
花
な
ど
を
獲
得
し
て
、
そ
れ
を
西
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
運
ぶ
貿
易
ル
ー
ト
を
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
大
西
洋
の
三
角
貿
易
は
、
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
展

開
さ
れ
た（（（
（

。

こ
う
し
て
、
い
ち
早
く
中
央
銀
行
を
設
立
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
戦
費
の
調
達
方
法
が
未
発
達
で
あ
っ
た
。
フ
ラ

ン
ス
が
中
央
銀
行
を
成
立
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
比
べ
て
比
較
的
に
遅
い
時
期
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
フ
ラ
ン
ス
は
、
タ
イ
ユ
税
と
い

う
直
接
税
を
課
し
た
た
め
、
国
民
が
疲
弊
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
遠
因
と
な
っ
た
。
北
ア
メ
リ
カ
と
イ
ン
ド
で
の
植
民
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地
獲
得
競
争
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
惨
敗
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
海
軍
力
が
強
力
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
の
フ
ラ
ン

ス
が
、
国
内
の
政
治
経
済
が
比
較
的
に
不
安
定
な
ま
ま
で
あ
っ
た
こ
と
も
背
景
と
し
て
無
視
で
き
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
で
は
、
啓
蒙
主
義
の
政
治
思
想
を
実
践
す
べ
く
、「
自
由
・
平
等
・
博
愛
」
の
精
神
が
謳
わ
れ
た
が
、
国
内
秩
序
は
一

気
に
不
安
定
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
、
軍
人
の
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
皇
帝
と
な
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
戦
争
の
天
才
で
、
瞬
く

間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
を
支
配
下
に
置
い
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
で
の
フ
ラ
ン
ス
帝
国
は
短
命
で
終
わ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
が
中

心
と
な
っ
た
対
仏
大
同
盟
に
封
じ
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。「
歴
史
の
イ
フ
」
は
差
し
控
え
る
べ
き
だ
が
、
も
し
ナ
ポ
レ
オ
ン

が
、
ロ
シ
ア
に
ま
で
侵
略
し
、
疲
弊
し
な
け
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
帝
国
を
比
較
的
に
長
く
維
持
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
で
議
論
を
イ
ギ
リ
ス
の
動
き
に
戻
す
。
一
九
世
紀
ま
で
世
界
経
済
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
き
た
ア
ジ
ア
の
中
国
に
、
覇
権

国
と
し
て
は
じ
め
て
目
を
つ
け
た
の
も
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
大
西
洋
だ
け
で
な
く
、
ア
ジ
ア
で
も
三
角
貿
易
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
し
て
は
、
第
一
次
産
業
革
命
に
よ
っ
て
大
量
に
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
綿
製
品
を
、
人
口
が
多
い
中

国
に
輸
出
し
た
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
周
辺
国
を
朝
貢
国
と
み
な
し
、
中
華
思
想
を
持
つ
清
朝
の
中
国
は
自
由
貿
易
を
認
め
な
か
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
は
、
逆
に
中
国
か
ら
茶
や
絹
を
清
朝
中
国
か
ら
輸
入
し
て
い
た
た
め
、
国
内
の
銀
が
清
朝
中
国
に
流
出
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
植
民
地
の
イ
ン
ド
で
麻
薬
の
ア
ヘ
ン
を
作
ら
せ
、
清
朝
中
国
に
密
輸
し
始
め
、
ア
ヘ
ン

の
代
金
と
し
て
銀
を
清
朝
中
国
か
ら
吸
い
上
げ
た
。
ア
ジ
ア
の
三
角
貿
易
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
あ
る
。
清
朝
中
国
か
ら
は
、
銀
が
大
量

に
流
出
す
る
よ
う
に
な
り
、
ア
ヘ
ン
の
普
及
で
国
内
社
会
は
不
健
全
な
状
態
に
な
っ
た
。
清
朝
中
国
は
、
こ
う
し
た
事
態
の
改
善
の
た
め
、

ア
ヘ
ン
を
没
収
し
始
め
た
。
林
則
徐
が
広
東
で
ア
ヘ
ン
の
厳
し
い
取
り
締
ま
り
を
強
行
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は

一
八
四
〇
年
に
、ア
ヘ
ン
戦
争
を
仕
掛
け
た
。
中
国
の
不
当
な
貿
易
体
制
の
打
破
を
大
義
名
分
に
掲
げ
て
遠
征
軍
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。
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イ
ギ
リ
ス
軍
は
、
広
東
か
ら
北
上
し
、
寧
波
や
上
海
、
鎮
江
を
攻
略
し
て
南
京
に
迫
る
と
、
清
朝
中
国
は
敗
北
を
認
め
た
。
一
八
四
二
年

の
南
京
条
約
で
、
清
朝
中
国
は
、
第
一
に
上
海
、
寧
波
、
福
州
、
厦
門
、
広
州
の
五
港
の
開
港
と
領
事
の
駐
在
、
第
二
に
香
港
島
の
割

譲
、
第
三
に
賠
償
金
の
支
払
い
、
第
四
に
公
行
の
廃
止
、
第
五
に
イ
ギ
リ
ス
の
戦
費
の
支
払
い
、
第
六
に
中
英
両
国
官
憲
の
対
等
交
渉
な

ど
一
三
条
を
イ
ギ
リ
ス
に
認
め
た
。
南
京
条
約
で
は
、
ア
ヘ
ン
輸
入
問
題
に
つ
い
て
は
、
規
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
は
、
清
朝

中
国
の
開
国
の
起
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
に
敗
れ
た
清
朝
中
国
は
、
市
場
開
放
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
大
量
の
銀
が
さ
ら
に

流
出
し
て
長
期
の
デ
フ
レ
不
況
に
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
農
産
物
価
格
が
下
落
し
、
農
民
は
困
窮
し
た（（（
（

。
こ
う
し
て
、
ア
ヘ

ン
戦
争
は
、
七
〇
年
後
に
清
朝
中
国
が
滅
亡
す
る
遠
因
と
も
な
っ
た
。

こ
の
間
の
過
程
を
少
し
踏
ま
え
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
は
一
八
四
四
年
の
望
厦
条
約
で
、
フ
ラ
ン
ス
も
同
年
の
黄
埔
条
約
で
、
南
京
条
約
と

追
加
・
補
足
条
約
で
イ
ギ
リ
ス
が
得
た
権
利
と
ほ
ぼ
同
じ
権
利
を
獲
得
し
た
。
さ
ら
に
一
八
五
六
年
か
ら
一
八
六
〇
年
の
ア
ロ
ー
戦
争
で

は
、
一
八
五
八
年
の
天
津
条
約
で
、
清
朝
中
国
は
、
第
一
に
英
仏
両
国
へ
の
賠
償
金
六
〇
〇
万
両
の
支
払
い
、
第
二
に
開
港
場
の
追
加
、

第
三
に
外
国
人
の
内
地
旅
行
の
自
由
、
第
四
に
外
交
使
節
の
北
京
常
駐
、
第
五
に
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
自
由
な
ど
を
、
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ

ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
と
の
間
で
認
め
た
。
そ
の
後
、
清
朝
中
国
は
抵
抗
を
見
せ
た
た
め
、
英
仏
両
国
は
再
び
軍
事
行
動
に
踏
み

切
っ
た
。
ア
ロ
ー
戦
争
を
最
終
的
に
終
結
さ
せ
た
北
京
条
約
で
、
清
朝
中
国
は
、
第
一
に
賠
償
金
を
六
〇
〇
万
両
か
ら
八
〇
〇
万
両
に
増

額
す
る
こ
と
、
第
二
に
天
津
の
開
港
、
第
三
に
九
竜
半
島
南
端
の
市
街
地
を
イ
ギ
リ
ス
に
割
譲
す
る
こ
と
な
ど
を
認
め
た
。

清
朝
中
国
が
さ
ら
に
打
撃
を
受
け
た
の
は
、
一
八
九
四
年
八
月
に
勃
発
し
た
日
清
戦
争
で
の
惨
敗
で
あ
っ
た
。
翌
年
五
月
に
下
関
条
約

が
締
結
さ
れ
、
清
朝
中
国
は
、
第
一
に
清
は
朝
鮮
が
独
立
国
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
こ
と
、
第
二
に
遼
東
半
島
・
台
湾
・
膨
湖
諸
島
の

日
本
へ
の
割
譲
、
第
三
に
二
億
両
の
賠
償
金
の
支
払
い
、
第
四
に
開
港
場
で
の
企
業
設
立
な
ど
日
本
の
通
商
特
権
の
承
認
な
ど
を
認
め
た
。



五
三
二

こ
れ
に
対
し
て
は
、
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
が
三
国
干
渉
を
行
っ
た
た
め
、
日
本
が
代
価
三
〇
〇
〇
万
両
で
遼
東
半
島
の
返
還
を

了
承
し
、
三
か
国
は
、
干
渉
の
報
酬
と
し
て
租
借
地
を
獲
得
し
た
。
こ
う
し
た
結
果
、
清
朝
中
国
の
国
土
が
分
割
さ
れ
、
急
速
に
半
植
民

地
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
清
朝
中
国
が
「
眠
れ
る
獅
子
」
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
日
本
に
よ
る
中
国
の
植
民
地
支
配
は
、
港
を
押
さ
え
る
“
点
”
の
支
配
か
ら
、
租
借
地
の
獲
得
な
ど
“
面
”
の
支
配
に
変
化
し

て
い
っ
た（（（
（

。

こ
う
し
た
動
き
の
最
も
重
要
な
背
景
と
し
て
、
こ
の
時
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
大
国
と
ア
メ
リ
カ
、
そ
し
て
日
本
は
、「
帝
国
主
義

の
時
代
」
に
す
で
に
突
入
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
帝
国
主
義
の
時
代
と
は
、
一
八
七
〇
年
前
後
か
ら
二
〇
世
紀
は
じ
め
の
第
一
次
世
界

大
戦
ま
で
の
大
国
に
よ
る
植
民
地
獲
得
競
争
が
熾
烈
化
し
た
時
代
を
特
に
指
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
第
二
次
産
業
革
命

が
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
で
も
進
展
し
た
こ
と
が
あ
る
。
鉄
鋼
や
機
械
、
造
船
な
ど
の
重

工
業
と
化
学
工
業
の
、
い
わ
ゆ
る
重
化
学
工
業
が
革
命
的
に
発
達
し
、
原
材
料
の
供
給
地
と
し
て
の
植
民
地
や
勢
力
圏
の
獲
得
の
必
要
性

が
相
対
的
に
よ
り
上
昇
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。

こ
う
し
た
帝
国
主
義
の
背
景
に
は
、
ジ
ョ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
・
ホ
ブ
ソ
ン
や
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
レ
ー
ニ
ン
な
ど
経
済
的
要
因
を
重
視

す
る
視
角
と（（（
（

、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
政
治
的
要
因
を
重
視
す
る
視
角
が
存
在
す
る（（（
（

。
前
者
に
よ
れ
ば
、
独
占
企
業
と

金
融
寡
頭
制
の
支
配
す
る
独
占
資
本
主
義
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
、
原
材
料
や
資
源
の
供
給
地
、
商
品
や
投
資
の
市
場
の
獲
得
を
目
指
す
対

外
膨
張
政
策
が
と
ら
れ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
後
者
に
よ
れ
ば
、
労
働
運
動
や
社
会
主
義
運
動
が
活
発
化
す
る
な
か
で
、
国
民
の
不
満
を
外

に
逸
ら
す
対
外
膨
張
政
策
が
と
ら
れ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
ま
た
政
治
要
因
か
ら
は
、
大
国
が
対
外
膨
張
政
策
と
同
時
に
、
国
民
的
統
合
を

強
化
す
る
必
要
か
ら
国
内
で
の
「
福
祉
国
家
」
化
を
並
行
し
て
推
進
し
た
点
も
強
調
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
経
済
的
要
因
と
政
治
的
要
因
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の
ど
ち
ら
か
を
強
調
し
す
ぎ
る
こ
と
は
、
健
全
な
議
論
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
経
済
と
政
治
は
密
接
に
連
関
し
て
い
た（（（
（

。

た
と
え
ば
、
一
八
七
〇
年
代
以
降
に
世
界
的
な
不
況
が
生
じ
て
い
た
こ
と
も
、
帝
国
主
義
の
時
代
の
背
景
と
し
て
無
視
で
き
な
い
。
農

業
不
況
も
重
な
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
不
況
は
、
一
八
九
〇
年
代
ま
で
長
期
化
し
た
、
と
従
来
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
経
済
的

要
因
と
政
治
的
要
因
が
結
び
つ
く
こ
と
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
最
新
の
研
究
で
は
、
工
業
生
産
の
落
ち
込
み
が
一
八
七
六
年
頃
か
ら
回
復

し
始
め
た
こ
と
に
注
目
し
、
長
期
の
「
大
不
況
」
と
い
う
よ
り
も
、「
低
成
長
時
代
」
に
突
入
し
た
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
は
、
国
内
と
国
際
の
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
、
経
済
と
政
治
が
密
接
に
連
関
し
て
い
た
こ
と
は
、
ほ

ぼ
間
違
い
な
い
。

帝
国
主
義
の
時
代
に
は
、
中
国
だ
け
で
は
な
く
、
南
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
も
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
、
植
民

地
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
よ
り
重
要
な
動
き
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
こ
う
し
た
動
き
に
先
駆
け
て
、
イ
ン
ド
を
植
民
地
化
し
て
い
た
。

一
八
五
八
年
八
月
に
イ
ン
ド
の
ム
ガ
ル
帝
国
が
滅
亡
し
、
イ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
事
実
上
の
植
民

地
化
で
あ
っ
た
。
一
八
七
〇
年
代
以
降
を
「
帝
国
主
義
の
時
代
」
と
位
置
づ
け
、
一
九
世
紀
半
ば
を
「
帝
国
主
義
の
空
白
期
」
と
み
な
す

従
来
の
見
方
は
、
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
ラ
ハ
ン
と
ロ
ナ
ル
ド
・
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
の
論
文
「
自
由
貿
易
帝
国
主
義
」
で
展
開
さ
れ
た
「
非
公
式
帝
国
」

の
概
念
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
た
。「
公
式
帝
国
」
の
形
を
と
る
必
要
が
な
い
場
合
は
、「
非
公
式
帝
国
」
と
し
て
緩
や
か
に
植
民
地
を
統
治

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
る（（（
（

。

イ
ン
ド
を
め
ぐ
る
動
き
に
話
を
戻
す
。
イ
ギ
リ
ス
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
は
一
八
七
七
年
一
月
一
日
に
、
イ
ン
ド
帝
国
を
設
立
し
、
そ

の
皇
帝
に
即
位
し
た
。
一
八
世
紀
後
半
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
の
植
民
を
中
心
と
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
を
「
第
一
帝
国
」
と
呼
ぶ
の

で
あ
れ
ば
、
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
の
イ
ン
ド
の
植
民
地
化
以
降
の
イ
ギ
リ
ス
の
帝
国
は
「
第
二
帝
国
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
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ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
の
女
王
が
、
イ
ン
ド
帝
国
の
皇
帝
も
兼
ね
る
と
い
う
特
別
扱
い
は
、
七
つ
の
海
に
ま
た
が
る
大
英
帝
国
に
と
っ
て
、
イ

ン
ド
が
い
か
に
重
要
で
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
た（（（
（

。
ま
た
や
が
て
、
中
東
地
域
（
特
に
エ
ジ
プ
ト
の
ス
エ
ズ
運
河
）
と
バ
ル
カ
ン
半
島
周

辺
の
地
中
海
世
界
が
イ
ン
ド
へ
の
通
り
道
と
し
て
、
重
要
視
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
で
の
敗
北
に
よ
っ
て
、
広
大

な
領
土
を
誇
っ
て
い
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
は
解
体
さ
れ
、
中
東
地
域
と
東
地
中
海
世
界
は
、
イ
ギ
リ
ス
も
し
く
は
フ
ラ
ン
ス
の
勢
力
圏
に
組

み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
同
じ
く
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
も
解
体
さ
れ
た（（（
（

。

ア
フ
リ
カ
が
ほ
ぼ
完
全
に
分
割
さ
れ
た
の
も
、一
九
七
〇
年
代
以
降
の
帝
国
主
義
の
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
、

ア
フ
リ
カ
大
陸
の
植
民
地
化
を
本
格
化
さ
せ
た
。
遅
れ
て
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
も
ア
フ
リ
カ
植
民
地
化
の
動
き
に
続
い
た
。

二
〇
世
紀
は
じ
め
ま
で
に
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
と
リ
ベ
リ
ア
を
除
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
大
国
に
よ
っ
て
植
民
地
化

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
ア
フ
リ
カ
分
割
で
あ
る（（（
（

。

一
八
七
〇
年
代
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
帝
国
主
義
の
時
代
の
特
異
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
五
つ
を
指
摘
で
き
る
。

第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
大
国
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
、「
公
式
の
帝
国
」
と
し
て
乱
立
す

る
世
界
体
制
が
成
立
し
た
。
こ
れ
を
「
帝
国
主
義
世
界
体
制
」（
な
い
し
「
帝
国
世
界
」）
と
呼
ぶ（（（
（

。

第
二
に
、
こ
の
「
帝
国
主
義
世
界
体
制
」
を
構
成
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
大
国
と
ア
メ
リ
カ
、
日
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
「
主

権
国
家
」
な
い
し
「
国
民
国
家
」
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
大
国
と
ア
メ
リ
カ
、
日
本
は
、
植
民
地
を
公
式
に
待
つ
帝

国
を
形
成
す
る
と
同
時
に
、
地
政
学
的
に
そ
れ
ぞ
れ
が
位
置
す
る
地
域
で
は
、「
国
民
国
家
」「
主
権
国
家
」
の
形
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。「
国
民
帝
国
」
と
呼
ば
れ
る（（（
（

。

第
三
に
、
民
主
主
義
国
家
の
ア
メ
リ
カ
も
、
米
西
戦
争
の
結
果
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
植
民
地
化
し
た
。「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
帝
国
」
な
い
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し
「
帝
国
的
共
和
国
（im

perial republic

）」
と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
共
和
国
と
し
て
、
ジ
レ
ン
マ
を
強
く
感
じ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た（（（
（

。
一
八
世
紀
後
半
に
イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
植
民
地
か
ら
独
立
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
世
紀
の
間
に
西
へ
西
へ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

（
辺
境
、
開
拓
の
前
線
、
未
開
の
地
）
を
求
め
て
、
神
に
与
え
ら
れ
た
「
明
白
な
る
天
命
（m

anifest destiny

）」
を
感
じ
な
が
ら
、
領
土
を
拡

大
さ
せ
、
大
西
洋
か
ら
太
平
洋
ま
で
広
が
る
「
陸
の
帝
国
」
と
な
っ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
領
有
は
、「
海
の
帝
国
」
に
も
な
っ
た
こ
と
を

意
味
し
た（（（
（

。
さ
ら
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、「
空
の
帝
国
」「
基
地
の
帝
国
」
に
も
な
る（（（
（

。
た
だ
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
一
九
四
六
年
七

月
四
日
に
独
立
し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
は
、「
公
式
」
で
は
な
く
、「
非
公
式
の
帝
国
」
と
な
っ
た（（（
（

。

第
四
に
、
二
〇
世
紀
は
じ
め
に
は
、
植
民
地
化
さ
れ
る
地
理
的
余
剰
と
し
て
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
、
世
界
か
ら
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。︿
南

北
ア
メ
リ
カ
→
ア
ジ
ア
→
ア
フ
リ
カ
→
中
東
﹀
と
い
う
順
で
、
世
界
が
植
民
地
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
外
で
植
民
地
化
さ
れ

な
か
っ
た
の
は
、
中
南
米
諸
国
を
除
け
ば
、
日
本
と
タ
イ
、
ア
フ
リ
カ
の
リ
ベ
リ
ア
と
エ
チ
オ
ピ
ア
だ
け
で
あ
っ
た
。
中
南
米
諸
国
は
、

一
九
世
紀
は
じ
め
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
混
乱
の
な
か
で
、
い
ち
早
く
独
立
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
の

「
非
公
式
の
帝
国
」
に
と
ど
ま
っ
た
国
家
も
あ
っ
た
。

第
五
に
、
世
界
が
は
じ
め
て
、
真
の
意
味
で
一
体
化
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
近
代
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
展
開
で
あ
る（（（
（

。
こ
の
過

程
で
、
近
代
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
の
主
権
国
家
シ
ス
テ
ム
（
政
治
）
と
資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
（
経
済
）
が
、
世
界
に
広
ま
っ
た
。
こ
う
し

て
、
近
代
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
と
経
済
の
枠
組
み
が
世
界
に
伝
播
し
た
結
果
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
規
範
も
広
ま
っ
た
。
こ
う
し

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
本
格
化
す
る
「
脱
植
民
地
化
（decolonization
）」
を
用
意
し
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
脱
植
民

地
化
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
始
ま
り
、
イ
ン
ド
と
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
含
む
中
東
諸
国
、
南
北
朝
鮮
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
な
ど
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た（（（
（

。
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本
節
の
最
後
に
、
一
九
世
紀
の
「
パ
ッ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
」
に
議
論
を
戻
す（（（
（

。

す
で
に
見
た
通
り
、
一
八
世
紀
後
半
に
第
一
次
産
業
革
命
に
先
駆
け
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
一
九
世
紀
に
は
、「
世
界
の
工
場
」
と
な
っ
た
。

覇
権
国
と
し
て
、
世
界
経
済
の
な
か
で
、
自
由
貿
易
の
拡
大
に
寄
与
し
た
。
ま
た
一
九
世
紀
は
、
銀
の
生
産
過
剰
の
た
め
、
金
の
価
値
が

上
昇
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
金
本
位
制
を
と
り
、
貿
易
代
金
を
金
で
支
払
う
シ
ス
テ
ム
を
国
際
的
に
確
立
し
て
い
く
。
し
か
し
、
現

実
に
金
塊
を
船
で
運
ぶ
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
の
た
め
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
商
社
は
ロ
ン
ド
ン
に
銀
行
口
座
を
開
設
し
、
貿
易
の
決

済
は
口
座
間
取
り
引
き
で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
の
シ
テ
ィ
が
世
界
の
金
融
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

し
か
し
、
一
九
世
紀
後
半
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
工
業
力
の
優
位
性
は
、
翳
り
を
見
せ
始
め
た
。
工
業
生
産
力
は
、
一
九
世
紀
後
半
に
ア

メ
リ
カ
に
抜
か
れ
、
二
〇
世
紀
は
じ
め
ま
で
に
は
ド
イ
ツ
に
も
抜
か
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
一
八
九
九
年
一
〇
月
に
勃
発
し
た
南
ア
フ
リ

カ
戦
争
（
第
二
次
ブ
ー
ル
戦
争
）
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
勝
利
す
る
が
、
ブ
ー
ル
人
の
ゲ
リ
ラ
戦
で
戦
争
は
長
期
化
し
た
（
一
九
〇
二
年
五
月
に

終
結
）。
こ
の
間
、
一
九
〇
二
年
一
月
に
イ
ギ
リ
ス
は
、「
栄
光
あ
る
孤
立
」
か
ら
脱
し
、
日
英
同
盟
を
結
ぶ
道
を
選
択
し
た
。
こ
れ
は
、

朝
鮮
半
島
に
不
凍
港
を
目
指
し
て
南
下
政
策
を
と
る
ロ
シ
ア
を
牽
制
す
る
動
き
で
あ
っ
た（（（
（

。
こ
う
し
て
、
二
〇
世
紀
は
じ
め
て
の
近
代
戦

争
と
な
っ
た
日
露
戦
争
は
、
英
露
両
国
の
代
理
戦
争
の
側
面
が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
勝
利
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
支
援
の
賜
物

で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
の
小
国
で
あ
っ
た
日
本
が
日
露
戦
争
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
国
ロ
シ
ア
に
勝
利
し
た
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
地
域
や
中
東
地

域
、
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
植
民
地
独
立
の
機
運
を
高
め
る
最
初
の
契
機
と
な
っ
た
た
め
、
世
界
史
的
な
意
義
が
少
な
か
ら
ず
あ
る（（（
（

。

大
英
帝
国
の
衰
退
の
決
定
的
な
要
因
に
な
っ
た
の
が
、「
国
民
国
家
の
総
力
戦
」
か
つ
「
帝
国
の
総
力
戦
」
と
な
っ
た
第
一
次
世
界
大

戦
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
の
が
、
同
じ
く
「
国
民
国
家
の
総
力
戦
」
か
つ
「
帝
国
の
総
力
戦
」
と
な
っ
た
第
二
次
世
界
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大
戦
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
そ
の
後
、
緩
や
か
に
衰
退
し
つ
つ
、
金
融
立
国
と
し
て
生
き
残
り
を
図
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

四　
「
陸
の
帝
国
」「
海
の
帝
国
」「
空
の
帝
国
」「
基
地
の
帝
国
」
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ

一
九
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
西
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
領
土
を
拡
張
す
る
「
陸
の
帝
国
」
で
あ
っ
た
。
米
西
戦

争
後
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
グ
ア
ム
を
植
民
地
と
し
て
、
ア
ジ
ア
市
場
へ
の
足
が
か
り
を
つ
か
ん
だ
（
同
じ
時
期
、
ハ
ワ
イ
も
併
合
さ
れ
る
。

キ
ュ
ー
バ
は
や
が
て
保
護
国
化
さ
れ
る
）。
こ
う
し
て
、「
海
の
帝
国
」
に
も
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
米
ソ
冷
戦
の
時
代
に
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
が
独
立
し
て
「
非
公
式
の
帝
国
」
と
な
る
が
、「
空
の
帝
国
」「
基
地
の
帝
国
」
に
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
に
対
抗
し
た
ソ
連
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
（
三
月
革
命
と
一
一
月
革
命
）
で
共
産
化
し
た
が
、

帝
国
と
し
て
の
性
格
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
。「
共
産
主
義
的
手
段
に
よ
る
帝
国
」
と
呼
ば
れ
る（（（
（

。
さ
ら
に

第
二
次
世
界
大
戦
後
は
、
ソ
連
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
を
勢
力
圏
と
し
た
。「
非
公
式
の
帝
国
」
で
あ
る
。
バ
ル
ト
三
か
国
な
ど
を
統
治

し
た
ソ
連
邦
は
、「
公
式
の
帝
国
」
で
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
一
二
月
の
ソ
連
邦
の
崩
壊
は
、「
公
式
帝
国
の
時
代
」
が
最
終
的
に
終
結
し

た
こ
と
を
意
味
し
た
。
そ
の
た
め
、「
帝
国
」
論
が
再
び
、
活
発
に
な
っ
た
の
で
あ
る（（（
（

。

二
一
世
紀
は
じ
め
に
は
、
九
・
一
一
同
時
多
発
テ
ロ
攻
撃
後
、
特
に
イ
ラ
ク
戦
争
の
前
後
に
、
ア
メ
リ
カ
を
「
帝
国
」
と
み
な
す
説
が

も
て
は
や
さ
れ
た
。
し
か
し
、
帝
国
の
中
心
た
る
ア
メ
リ
カ
が
周
辺
の
国
々
の
外
交
と
内
政
の
両
面
で
影
響
力
を
強
く
行
使
す
る
力
に
欠

い
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
や
イ
ラ
ク
戦
争
を
見
れ
ば
、
明
ら
か
で
あ
る（（（
（

。
ま
た
他
方
で
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
し

た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
急
速
に
進
展
し
、
国
際
的
な
パ
ワ
ー
が
拡
散
し
て
、
一
定
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
状
況
を
︿
帝
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国
﹀
と
位
置
づ
け
る
言
説
な
ど
が
登
場
し
た（（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
体
系
的
な
言
説
は
、
注
目
す
べ
き
だ
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
、
歴
史
的
な

帝
国
の
概
念
で
新
し
い
事
象
を
説
明
す
る
こ
と
で
、
没
歴
史
的
な
議
論
に
陥
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い（（（
（

。

「
パ
ッ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
」
の
時
代
を
振
り
返
る
た
め
に
、
こ
こ
で
議
論
を
二
〇
世
紀
は
じ
め
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

二
〇
世
紀
は
じ
め
の
第
一
次
世
界
大
戦
は
、
す
で
に
見
た
通
り
、
工
業
生
産
力
が
勝
敗
を
決
す
る
「
国
民
国
家
の
総
力
戦
」
と
な
っ
た
。

同
時
に
、「
帝
国
の
総
力
戦
」
に
も
な
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
多
額
の
戦
費
を
費
や
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
長
引
く
に
つ
れ
て
、
財
政

が
苦
し
く
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
も
ま
っ
た
く
同
じ
状
況
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
武
器
も
石
油
も
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
金
の
流
出
を
懸
念
し
、
金
と
ポ
ン
ド
の
交
換
停
止
を
宣
言
し
た
。
金
本
位
制
の
停
止
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
中
立
国

の
ア
メ
リ
カ
に
頼
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、
中
立
国
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
三
国
協
商
（
連
合
国
）
に
武
器
を
輸
出
し
、
軍
需

景
気
に
沸
い
た
。
こ
れ
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
戦
争
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
「
世
界
の
工
場
」
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
大
銀
行
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
戦
時
国
債
を
引
き
受
け
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
大
統
領
が
中
立
か
ら
参
戦
に
転
じ
る
の
は
、
ド

イ
ツ
に
よ
る
無
制
限
潜
水
艦
攻
撃
が
き
っ
か
け
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
大
銀
行
か
ら
の
圧
力
を
受
け
て
い
た
。
も
し
イ
ギ

リ
ス
が
敗
北
し
た
場
合
、
イ
ギ
リ
ス
国
債
が
紙
く
ず
に
な
る
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
は
深
刻
に
懸
念
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
側
の

同
盟
の
敗
北
は
、
ド
イ
ツ
を
中
心
と
し
た
同
盟
の
勝
利
に
よ
っ
て
、
国
際
シ
ス
テ
ム
の
中
心
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
域
に
帝
国
的
な
存
在

が
出
現
す
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
安
全
保
障
戦
略
の
要
は
、
米
ソ
冷
戦
が
始
ま
る
以
前
か
ら
、
こ
う
し
た
帝
国
的
な
勢
力
が

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
出
現
す
る
こ
と
を
封
じ
込
め
る
こ
と
に
あ
っ
た（（（
（

。

武
器
な
ど
貿
易
代
金
の
支
払
い
と
戦
費
の
償
還
金
と
い
う
形
で
多
額
の
資
金
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
流
れ
た
。
こ
う
し
て
、
世
界
の
金
融

の
中
心
は
ロ
ン
ド
ン
の
シ
テ
ィ
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ウ
ォ
ー
ル
街
へ
と
移
っ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
は
、
世
界
最
大
の
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債
権
国
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
ア
メ
リ
カ
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
覇
権
国
と
し
て
の
地
位
を

引
き
継
ぐ
意
志
が
ま
だ
な
か
っ
た（（（
（

。

一
九
二
九
年
一
〇
月
の
世
界
大
恐
慌
以
降
は
、
ア
メ
リ
カ
議
会
と
国
民
の
間
で
、
孤
立
主
義
の
動
き
が
強
ま
っ
た
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス

や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
植
民
地
を
「
持
て
る
国
（have

）」
は
、
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
図
り
、
国
内
経
済
の
立
て
直
し
を
図
っ
た
。
ア
メ
リ

カ
も
、
中
南
米
諸
国
と
の
間
で
、「
善
隣
外
交
」
を
展
開
し
、「
棍
棒
外
交
」
と
「
ド
ル
外
交
」
か
ら
決
別
し
た
。
事
実
上
の
経
済
の
ブ

ロ
ッ
ク
化
で
あ
っ
た
。
ま
た
主
要
国
の
間
で
は
、
保
護
主
義
が
高
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
界
大
恐
慌
の
ダ
メ
ー
ジ
を
よ
り
深
刻
に

受
け
た
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
、
日
本
の
植
民
地
を
「
持
た
ざ
る
国
（have not

）」
で
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
や
軍
国
主
義
が
高
ま
り
、
侵
略
と

戦
争
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
。
軍
事
的
制
裁
を
持
た
な
い
国
際
連
盟
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
抑
止
し
た
り
、
紛
争
を
解
決
し
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、
ほ
ぼ
無
力
で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ
の
対
外
拡
張
政
策
に
「
宥
和

（appeasem
ent

）」
政
策
で
対
応
し
た
。
こ
の
こ
と
が
ヒ
ト
ラ
ー
の
野
心
を
か
え
っ
て
助
長
さ
せ
て
し
ま
い
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発
を

招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
国
際
社
会
の
脅
威
に
は
宥
和
で
は
な
く
「
封
じ
込
め
（containm

ent

）」
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
歴
史
の

教
訓
と
な
り
、
経
済
的
に
は
、
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
が
戦
争
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
が
も
う
一
つ
の
歴
史
の
教
訓
と
な
っ
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
米
ソ
冷
戦
の
時
代
に
、
ソ
連
の
共
産
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
脅
威
に
対
し
て
、「
封
じ
込
め
」
政
策
を
一
貫
し
て
展
開

し
、
経
済
面
で
は
、
自
由
貿
易
の
拡
大
に
注
力
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
二
つ
の
歴
史
の
教
訓
を
汲
ん
だ
結
果
で
あ
っ
た（（（
（

。

第
一
次
世
界
大
戦
と
同
じ
く
、
い
や
そ
れ
以
上
に
「
国
民
国
家
の
総
力
戦
」
か
つ
「
帝
国
の
総
力
戦
」
と
な
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
を

経
て
、
ア
メ
リ
カ
の
パ
ワ
ー
は
さ
ら
に
増
大
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
戦
場
か
ら
地
政
学
的
に
遠
い
と
い
う
利
点
を
活
か
し
て
、
ア
メ
リ
カ

の
工
場
は
フ
ル
稼
働
状
態
で
武
器
を
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
し
た
連
合
国
側
に
輸
出
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ル
ー
ズ
ヴ
ェ
ル
ト
大
統
領
は
、
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一
九
四
一
年
一
二
月
の
ア
メ
リ
カ
の
参
戦
に
先
駆
け
て
、
一
九
四
一
年
三
月
に
武
器
貸
与
法
を
ア
メ
リ
カ
議
会
で
成
立
さ
せ
、
イ
ギ
リ
ス

側
の
同
盟
に
肩
入
れ
し
て
い
た
。

第
一
次
世
界
大
戦
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
も
、
イ
ギ
リ
ス
と
ド
イ
ツ
の
同
盟
が
対
立
し
、
軍
事
的
に
膠
着
状
態
と
な
り
、
中
立
国
の
ア

メ
リ
カ
が
遅
れ
て
参
戦
し
、
イ
ギ
リ
ス
側
の
同
盟
に
味
方
し
て
、
ド
イ
ツ
側
の
同
盟
が
敗
北
す
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
あ
っ
た
。
戦
争
に

勝
利
し
た
イ
ギ
リ
ス
も
フ
ラ
ン
ス
も
、
戦
後
、
大
い
に
疲
弊
し
て
し
ま
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
、「
気
が
つ
い
た
ら
ヘ
ゲ
モ
ン
」
と
い
う
状

態
で
あ
っ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
禍
を
見
た
ア
メ
リ
カ
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
歴
史
の
教
訓
を
汲
み
と
っ
て
い
た
。「
宥
和
」
政

策
は
機
能
し
な
い
、
ま
た
経
済
の
ブ
ロ
ッ
ク
化
は
戦
争
を
招
く
、
と
い
う
教
訓
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
が
金

本
位
制
か
ら
脱
却
し
、
貿
易
が
停
止
し
た
た
め
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
、
日
本
が
暴
走
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
ア

メ
リ
カ
は
、
金
本
位
制
を
復
活
さ
せ
、
関
税
を
引
き
下
げ
て
自
由
貿
易
を
拡
大
さ
せ
る
政
策
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
第
二
次

世
界
大
戦
が
ま
だ
終
結
し
て
い
な
い
一
九
四
四
年
七
月
の
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
会
議
で
、
ア
メ
リ
カ
は
指
導
力
を
発
揮
し
、
国
際
通
貨
基

金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
と
国
際
復
興
開
発
銀
行
（
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
、
い
わ
ゆ
る
世
界
銀
行
）
が
設
立
さ
れ
た
。
戦
後
の
国
際
経
済
秩
序
と
し
て
、
金
一
オ
ン

ス
を
三
五
ド
ル
と
し
て
固
定
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
と
各
国
の
通
貨
と
の
交
換
比
率
を
固
定
し
た
の
で
あ
る
。「
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
」

と
呼
ば
れ
る（（（
（

。
通
商
面
で
は
、
国
際
貿
易
機
関
（
Ｉ
Ｔ
Ｏ
）
の
設
立
失
敗
後
に
、
関
税
及
び
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）
に

よ
っ
て
、
自
由
貿
易
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た（（（
（

。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
西
ド
イ
ツ
や
日
本
が
奇
跡
的
な
経
済
成
長
を
遂
げ
た
の
は
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
下
で
、
マ
ル
ク
安
と
円

安
が
固
定
化
さ
れ
、
両
国
の
輸
出
に
有
利
に
働
い
た
か
ら
で
あ
る
。
覇
権
国
の
ア
メ
リ
カ
は
、
米
ソ
冷
戦
を
背
景
と
し
て
、
同
盟
国
と
の
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間
の
こ
う
し
た
経
済
的
な
不
平
等
性
を
許
容
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
と
西
ド
イ
ツ
の
価
格
競
争
に
敗
れ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
一
九
七
〇

年
代
に
は
貿
易
赤
字
国
に
転
落
し
て
し
ま
う
。
ア
メ
リ
カ
は
、
自
由
貿
易
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、
自
国
の
産
業
を
保
護
す
る
た
め
、

一
九
七
一
年
八
月
一
五
日
の
「
第
二
次
ニ
ク
ソ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
で
、
金
と
ド
ル
と
の
交
換
を
停
止
し
た
。
こ
う
し
て
、
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ

ズ
体
制
は
、
早
く
も
崩
壊
し
た
。

お
わ
り
に
─
「
最
後
の
陸
の
帝
国
」
と
し
て
の
中
国
？

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
の
通
貨
ド
ル
は
、
変
動
相
場
制
に
移
行
し
た
後
も
、
基
軸
通
貨
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
優
位
性
は
、「
君
主

特
権
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る（（（
（

。
た
だ
し
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
直
ち
に
立
ち
直
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
八
五
年
九
月
に
は
、

Ｇ
4
に
よ
る
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で
、
意
図
的
に
ド
ル
安
誘
導
を
試
み
た
が
、
そ
の
後
、
一
九
八
七
年
一
〇
月
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
・
マ
ン
デ
ー
」

と
呼
ば
れ
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
の
大
幅
株
安
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
、
ア
メ
リ
カ
は
長
期
の
経
済
不
況

に
陥
り
、
日
本
経
済
は
バ
ブ
ル
に
沸
い
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
日
本
経
済
の
バ
ブ
ル
は
弾
け
て
、
そ
の
後
、「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」
を
経
験
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
経
済
は
、
民

主
党
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
下
で
、
Ｉ
Ｔ
産
業
を
中
心
に
経
済
の
立
て
直
し
に
成
功
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
は
、「
強
い
ド
ル
」

政
策
の
下
で
、
ア
メ
リ
カ
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
を
推
し
進
め
た
。
ア
メ
リ
カ
の
経
済
政
策
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、「
新

自
由
主
義
」
の
規
範
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
夏
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
金
融
危
機
と
二
〇
〇
八
年
九
月
一
五
日
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
ま

で
、「
新
自
由
主
義
」
の
規
範
は
、
そ
れ
ほ
ど
問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た（（（
（

。
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二
〇
一
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ソ
ブ
リ
ン
危
機
で
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
の
経
済
が
ぐ
ら
つ
い
て
い
る
。
特
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
地
域
の
南
側
の
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｇ
Ｓ
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ス
ペ
イ
ン
）
で
、
国
家
財
政
が
不
健
全
で
あ

る
。
二
〇
一
六
年
七
月
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
Ｅ
Ｕ
を
離
脱
す
る
こ
と
を
住
民
投
票
で
決
め
た
。
Ｅ
Ｕ
を
最
大
の
貿
易
パ
ー
ト
ナ
ー
と
す
る

中
国
経
済
も
減
速
し
始
め
た
。
習
近
平
政
権
は
、「
新
常
態
」
を
維
持
す
る
経
済
政
策
を
と
り
始
め
た
。
他
方
で
、「
ア
ジ
ア
・
イ
ン
フ
ラ

投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）」
を
立
ち
上
げ
、「
一
帯
一
路
」
構
想
を
掲
げ
る
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
中
心
の
国
際
経
済
秩
序
に
挑
戦
す
る
動
き
も

見
せ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
と
し
て
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
お
よ
び
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
の
国
際
経
済
秩
序
を
形
成
す
る
の
は
、
二
一
世
紀
も

ア
メ
リ
カ
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
大
筋
合
意
ま
で
、
国
際
交
渉
を
辛
抱
強

く
推
し
進
め
た
背
景
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。
オ
バ
マ
政
権
に
と
っ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
中
国
の
脅
威
の
台
頭
を
念
頭
に
置

い
た
、「
再
均
衡
（rebalancing

）」
と
「
ア
ジ
ア
旋
回
（pivot to A

sia

）」
の
手
段
の
一
つ
な
の
で
あ
る（（（
（

。
チ
ベ
ッ
ト
や
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
な
ど
他
民
族
を
統
治
す
る
中
国
を
、「
最
後
の
陸
の
帝
国
」
と
み
な
す
立
場
も
あ
る
こ
と
を
最
後
に
触
れ
て
お
こ
う
。

（
1
）Stephen H

ow
e, E

m
pire: a very short Introduction, O

xford U
niversity Press, 2002, p. 30；

木
畑
洋
一
「
帝
国
と
帝
国
主
義
」
木

畑
洋
一
、
南
塚
信
吾
、
加
納
格
『
帝
国
と
帝
国
主
義
』
有
志
舎
、
二
〇
一
二
年
、
一
三
─
一
四
頁；

山
本
有
造
「『
帝
国
』
と
は
な
に
か
」
山
本
有

造
編
『
帝
国
の
研
究
─
原
理
・
類
型
・
関
係
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
三
年
、
四
─
一
〇
頁
。

（
2
）M

ichael W
. D

oyle, E
m

pires, Cornell U
niversity Press, 1986, p. 12, T

able 2.

（
3
）Robert Gilpin, W

ar &
 Change in W

orld Politics, Cam
bridge U

niversity Press, 1981, ch. 1.

（
4
）
弓
削
達
『
永
遠
の
ロ
ー
マ
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
一
九
九
一
年
、
6
章
。

（
5
）
井
上
浩
一
『
生
き
残
っ
た
帝
国
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
、
6
章
。

（
6
）
谷
川
道
雄
『
隋
唐
世
界
帝
国
の
形
成
』
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
八
年
、
6
章
。
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（
7
）
岡
田
英
弘『
中
国
文
明
の
歴
史
』講
談
社
現
代
新
書
、二
〇
〇
四
年；

堀
敏
一『
東
ア
ジ
ア
世
界
の
歴
史
』講
談
社
学
術
文
庫
、二
〇
〇
八
年
を
参
照
。

（
8
）
タ
ミ
ム
・
ア
ン
サ
ー
リ
ー
（
小
沢
千
思
子
訳
）『
イ
ス
ラ
ー
ム
か
ら
見
た
「
世
界
史
」』
紀
伊
國
屋
書
店
、
二
〇
一
一
年
。
池
内
恵
『
増
補
新
版

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
論
じ
方
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
も
参
照
。

（
9
）
杉
山
正
明
『
大
モ
ン
ゴ
ル
の
世
界
─
陸
と
海
の
巨
大
帝
国
』
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、二
〇
一
四
年；

杉
山
正
明
『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
長
い
そ
の
後
』

講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
六
年
。

（
10
）
鈴
木
董
『
オ
ス
マ
ン
帝
国
─
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
「
柔
ら
か
い
専
制
」』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
二
年
、
8
章
。

（
11
）
玉
木
俊
明
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
覇
権
史
』
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
一
五
年
、
3
章
。

（
12
）
浅
田
實
『
東
イ
ン
ド
会
社
─
巨
大
商
業
資
本
の
盛
衰
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
八
九
年
を
参
照
。

（
13
）
玉
木
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
覇
権
史
』、
4
章
。
マ
ー
ヨ
レ
イ
ン
・
タ
ー
ル
ト
（
玉
木
俊
明
訳
）「
十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
─
世
界
資
本
主
義
の
中
心
か

ら
世
界
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
家
へ
？
」
松
田
武
、
秋
田
茂
編
『
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
家
と
世
界
シ
ス
テ
ム
─
20
世
紀
を
ふ
り
か
え
っ
て
』
山
川
出
版
会
、

二
〇
〇
二
年
、
一
七
─
七
六
頁
も
参
照
。

（
14
）
ジ
ョ
ン
・
ブ
リ
ュ
ア
（
大
久
保
桂
子
訳
）『
財
政=

軍
事
国
家
の
衝
撃
─
戦
争
・
カ
ネ
・
イ
ギ
リ
ス
国
家　

1688

─1783

年
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
三
年
。

（
15
）
玉
木
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
覇
権
史
』、
3
章
。Jane Burbank and Frederick Cooper, E

m
pire in W

orld H
istory: Pow

er and the Politics 
of D

ifference, Princeton U
niversity Press, 2010, pp. 149

─184

も
参
照
。

（
16
）
玉
木
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
覇
権
史
』、
4
章；

茂
木
敏
夫
『
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
41　

変
容
す
る
近
代
東
ア
ジ
ア
の
国
際
秩
序
』
山
川
出
版
会
、
一
九

九
七
年
、
二
七
─
四
三
頁
。

（
17
）
大
谷
正
『
日
清
戦
争
─
近
代
日
本
初
の
対
外
戦
争
の
実
像
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
四
年
、
第
6
章
。

（
18
）
木
畑
「
帝
国
と
帝
国
主
義
」、
一
三
─
三
九
頁
。Eric H

obsbaw
m

, T
he A

ge of E
m

pire 1875

─1914, V
intage Books, 1989 ［1987

］

も
参
照
。

（
19
）
Ｊ
・
Ａ
・
ホ
ブ
ス
ン
『
帝
国
主
義
論
（
上
下
）』
岩
波
文
庫
、
一
九
五
一
─
一
九
五
二
年；

レ
ー
ニ
ン
（
角
川
安
正
訳
）『
帝
国
主
義
論
』
光
文

社
古
典
新
訳
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
。

（
20
）
Ｊ
・
Ａ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
『
帝
国
主
義
と
社
会
階
級
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
。
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（
21
）
木
畑
洋
一
『
二
〇
世
紀
の
歴
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
四
年
、
二
四
─
二
六
頁
。
ま
た
、
帝
国
を
植
民
地
支
配
の
宗
主
国
側
か
ら
見
る
か
、
支

配
さ
れ
る
側
の
植
民
地
か
ら
見
る
か
、
で
も
帝
国
論
は
区
別
さ
れ
る
。P.J. Cain and A

.G. H
opkins, British Im

perialism
, 1688

─2000, 
Second Edition, Longm

an, 2002
；

Ｄ
・
キ
ャ
ナ
ダ
イ
ン
（
宮
本
正
興
、
楠
瀬
圭
子
訳
）『
虚
飾
の
帝
国
─
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
か
ら
オ
ー
ナ

メ
ン
タ
リ
ズ
ム
へ
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
な
ど
を
参
照
。

（
22
）John Gallagher and Ronald Robinson, 

“The Im
perialism

 of Free T
rade,” E

conom
ic H

istory R
eview

, 6

─1, 1953. O
dd A

rne 
W

estad, T
he G

lobal Cold W
ar: T

hird W
orld Interventions and the M

aking of O
ur T

im
es, Cam

bridge U
niversity Press, 

2005, ch. 1; H
ow

e, E
m

pire, p. 25
；

木
畑
「
帝
国
と
帝
国
主
義
」、
三
一
─
三
三
頁；

毛
利
健
三
『
自
由
貿
易
英
国
主
義
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
七
八
年
、
特
に
第
1
章；

半
澤
朝
彦
「
液
状
化
す
る
帝
国
史
研
究
─
非
公
式
帝
国
論
の
射
程
」
木
畑
洋
一
、
後
藤
春
美
編
『
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